
◎書　評

214

は
じ
め
に 

─
─ 「
文
学
場
」 

を
可
視
化
す
る
た
め
に

　
新
進
気
鋭
の
台
湾
文
学
研
究
者
・
赤
松
美

和
子
氏
（
大
妻
女
子
大
学
比
較
文
化
学
部
准

教
授
）
の
研
究
集
成
が
、『
台
湾
文
学
と
文
学

キ
ャ
ン
プ
│
│
読
者
と
作
者
の
イ
ン
タ
ラ
ク

テ
ィ
ブ
な
創
造
空
間
』
と
し
て
上
梓
さ
れ
た
。

赤
松
氏
は
、
台
湾
文
学
の
読
者
層
の
厚
さ
や
文

学
と
政
治
・
社
会
の
複
雑
な
関
係
性
に
困
惑
し

な
が
ら
模
索
を
続
け
る
な
か
で
、「
台
湾
の
文

学
場
を
可
視
化
し
前
景
化
す
る
こ
と
こ
そ
、

外
国
人
研
究
者
で
あ
る
筆
者
に
ふ
さ
わ
し
い

研
究
で
は
な
い
か
と
考
え
た
」（
本
書
二
頁
）。

「
文
学
場
」
と
い
う
曖
昧
な
複
合
的
構
造
体
を

可
視
化
す
る
た
め
に
、
赤
松
氏
が
採
っ
た
方
法

が
動
的
で
具
体
的
な
文
学
の
営
為
「
文
学
キ
ャ

ン
プ
」
に
光
を
あ
て
る
こ
と
だ
っ
た
。「
文
学

キ
ャ
ン
プ
」（
中
国
語
は
“
文
学
営
”）と
は
、文

学
の
愛
好
者
を
対
象
と
す
る
研
修
合
宿
の
形
態

を
と
っ
た
台
湾
独
自
の
文
学
イ
ベ
ン
ト
で
、
戒

厳
令
期
か
ら
現
在
ま
で
続
く
比
較
的
長
い
歴
史

を
も
つ
。
本
書
は
、
こ
の
「
文
学
キ
ャ
ン
プ
」

と
い
う
事
象
を
道
標
と
し
て
、
台
湾
の
文
学
場
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の
前
景
化
を
試
み
た
も
の
だ
。

　
先
ず
は
章
立
て
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
本
書
は
、
六
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
序

章
「
台
湾
文
学
は
夏
に
作
ら
れ
る
」
で
研
究
動

機
と
目
的
、
先
行
研
究
の
確
認
と
用
語
の
定
義

が
述
べ
ら
れ
た
後
、
第
一
章
「
台
湾
青
年
の
総

作
家
化
計
画
│
│
救
国
団
の
文
芸
活
動
と
『
幼

獅
文
芸
』
編
集
者
瘂
弦
」
で
は
、
国
民
党
政
府

が
組
織
し
た
中
国
青
年
反
共
救
国
団
（
以
下
、

救
国
団
）
が
発
刊
し
た
青
年
向
け
の
文
芸
雑

誌
『
幼
獅
文
芸
』
と
、
同
誌
の
編
集
長
と
し

て
戦
後
の
台
湾
文
学
の
隆
盛
を
準
備
し
た
瘂

弦
（
一
九
三
二

－

）
の
仕
事
を
中
心
に
論
じ
て

い
る
。
第
一
章
で
提
示
さ
れ
た
説
を
論
証
す
る

役
割
を
担
う
第
二
章
「
台
湾
文
学
の
夏
│
│
五

〇
年
の
文
学
キ
ャ
ン
プ
史
」
は
、
五
〇
年
代
に

救
国
団
が
始
め
た
「
文
学
キ
ャ
ン
プ
」
の
歴
史

的
変
遷
の
分
析
を
通
じ
て
、
文
学
キ
ャ
ン
プ
活

動
が
文
学
場
の
形
成
に
及
ぼ
し
た
影
響
を
考
察

し
て
い
る
。
第
二
章
の
後
に
は
「
文
学
キ
ャ

ン
プ
体
験
記
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は

赤
松
氏
が
二
〇
〇
五
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
実

際
に
参
加
し
た
（
趣
旨
の
異
な
る
三
つ
の
）
文

学
キ
ャ
ン
プ
体
験
記
で
あ
る
。
生
き
生
き
と
し

た
言
葉
で
綴
ら
れ
た
こ
の
体
験
記
に
は
、
キ
ャ

ン
プ
の
“
内
輪
事
情
”
も
含
ま
れ
て
い
て
お
も

し
ろ
い
。
第
三
章
「
台
湾
の
芥
川
賞
│
│
『
聯

合
報
』『
中
国
時
報
』
二
大
新
聞
の
文
学
賞
」

は
、
台
湾
の
芥
川
賞
と
も
言
う
べ
き
こ
の
二
大

新
聞
の
文
学
賞
が
作
家
の
生
成
に
及
ぼ
し
た
役

割
の
分
析
で
あ
る
。
特
に
、
女
性
や
セ
ク
シ
ャ

ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
テ
ー
マ
と
し
た
作
品
を

積
極
的
に
採
用
し
た
『
聯
合
報
』
の
文
学
賞
を

分
析
対
象
と
し
て
い
る
。
第
四
章
「
戒
厳
令
解

除
後
の
「
私
た
ち
」
の
台
湾
文
学
│
│
李
昂
と

朱
天
心
」
は
、
戦
後
の
台
湾
を
代
表
す
る
女
性

作
家
、
李
昂
（
一
九
五
二

－

）
と
朱
天
心
（
一

九
五
八

－

）
が
戒
厳
令
解
除
後
に
発
表
し
た
小

説
を
論
じ
て
い
る
。
第
三
章
ま
で
は
文
学
を
め

ぐ
る
イ
ン
フ
ラ
と
そ
の
諸
相
が
述
べ
ら
れ
て
い

た
の
に
対
し
、
四
章
で
は
テ
ク
ス
ト
の
内
部
か

ら
、「
集
団
的
記
憶
の
物
語
と
し
て
「
台
湾
」を

書
く
」（
一
二
六
頁
）
た
め
に
用
い
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
「
私
た
ち
」
と
い
う
人
称
に
注
目

し
て
い
る
。
で
は
以
下
に
、
本
書
を
概
観
し
、

一
部
評
者
の
読
書
経
験
も
加
味
し
た
う
え
で
評

論
を
試
み
た
い
。

救
国
団
・『
幼
獅
文
芸
』・
瘂
弦

　
そ
も
そ
も
「
文
学
場
」
の
理
論
と
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
社
会
学
者
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
が

提
唱
し
た
「
内
的
読
解
と
外
的
読
解
と
い
う
対

立
の
ア
ポ
リ
ア
を
超
え
よ
う
と
す
る
試
〉
1
〈

み
」
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
文
学
場
」
と
は
、
作
家

単
体
、
作
品
そ
の
も
の

0

0

0

0

や
文
壇
と
い
っ
た
文
学

関
係
者
た
ち
の
集
合
体
の
み
を
指
す
タ
ー
ム
で

は
な
く
、「
文
学
作
品
、
批
評
や
理
論
、
文
学

運
動
や
流
派
、
文
学
雑
誌
や
文
学
賞
、
サ
ロ
ン

や
グ
ル
ー
プ
、
出
版
社
、
編
集
者
の
組
織
・
団

体
な
ど
文
学
を
共
通
項
に
相
互
関
与
す
る
す
べ

て
の
要
素
が
作
り
出
し
て
い
る
複
合
的
構
造
体

と
し
て
社
会
的
現
〉
2
〈

実
」
を
示
す
概
念
で
あ
る
。

本
書
は
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
こ
の
理
論
を
、「
文
学

に
関
わ
る
全
て
の
人
々
が
構
成
す
る
、
芸
術
、

政
治
、
市
場
、
及
び
そ
れ
ら
の
組
織
、
規
則
な

ど
あ
ら
ゆ
る
影
響
を
受
け
な
が
ら
変
容
す
る
多

層
的
、
複
合
的
な
構
造
体
」（
二
頁
）
と
定
義

し
な
お
し
て
台
湾
文
学
に
応
用
し
て
い
〉
3
〈

る
。

　
国
共
内
戦
に
敗
れ
た
中
国
国
民
党
は
台
湾
撤

退
後
の
一
九
五
二
年
、「
党
国
体
制
の
補
助
機
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構
と
し
て
青
年
・
学
生
の
動
員
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
機
構
」（
一
八
頁
）
と
し
て
中
国
青
年
反
共

救
国
団
を
創
設
す
る
。
青
年
文
芸
雑
誌
『
幼
獅

文
芸
』（Youth Literary

）
は
、
救
国
団
が
そ

の
下
部
組
織
で
あ
る
中
国
青
年
写
作
協
会
（
以

下
、
作
協
）
の
機
関
誌
と
し
て
一
九
五
四
年
に

創
刊
し
た
。
こ
の
時
期
に
地
方
で
大
量
に
発
行

さ
れ
た
他
の
青
年
雑
誌
と
同
様
に
、『
幼
獅
文

芸
』
も
ま
た
、
反
共
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
青
年
層

へ
の
浸
透
を
目
的
と
し
た
政
府
系
教
育
雑
誌
で

あ
っ
た
。
創
刊
時
の
同
誌
は
全
国
誌
で
あ
っ
た

も
の
の
四
〇
頁
弱
の
小
雑
誌
で
、
作
協
の
文

芸
活
動
成
果
の
発
表
の
場
で
あ
り
、「
文
壇
に

対
す
る
影
響
力
は
大
き
く
な
か
っ
た
」（
二
六

頁
）
と
い
う
。『
幼
獅
文
芸
』
が
黄
金
時
代
を

迎
え
、
台
湾
文
学
の
主
流
雑
誌
と
し
て
強
い
影

響
力
を
持
つ
よ
う
に
な
る
の
は
、
朱
橋
が
編
集

長
と
な
っ
た
一
九
六
五
年
以
降
で
あ
る
。
政
府

系
雑
誌
の
骨
格
は
留
め
る
一
方
で
、
頁
数
を
大

幅
に
増
や
し
、
執
筆
陣
に
高
陽
・
朱
西
寧
・
司

馬
中
原
・
段
彩
華
ら
軍
中
作
家
、
黄
春
明
・
陳

映
真
・
鍾
肇
政
・
葉
石
濤
ら
本
省
人
作
家
、
張

系
国
・
蔣
芸
・
蕭
蕭
・
瓊
瑤
・
三
毛
ら
気
鋭
の

若
手
作
家
が
迎
え
ら
れ
、『
幼
獅
文
芸
』
は
文

壇
で
の
求
心
力
を
飛
躍
的
に
高
め
て
い
っ
た

（
二
六

－

二
七
頁
）。
朱
橋
の
編
集
力
に
よ
っ

て
、「
こ
れ
ま
で
ジ
ャ
ン
ル
・
学
校
・
省
籍
な

ど
で
棲
み
分
け
て
い
た
作
家
た
ち
が
、
そ
ろ
っ

て
『
幼
獅
文
芸
』
に
発
表
」（
二
六
頁
）
し
て

い
っ
た
の
で
あ
〉
4
〈

る
。

　「
各
中
学
高
校
に
よ
る
ク
ラ
ス
単
位
の
定
期

購
読
に
よ
り
支
え
ら
れ
て
き
た
」（
二
四
頁
）

と
い
う
『
幼
獅
文
芸
』
は
、
当
時
の
文
学
青
年

に
相
当
大
き
な
影
響
力
を
与
え
た
。
本
書
は
そ

の
影
響
力
の
大
き
さ
を
、
一
九
六
〇
年
代
に
高

校
時
代
を
送
っ
た
文
学
青
年
に
と
っ
て
『
幼
獅

文
芸
』
の
み
が
「
現
代
文
学
の
唯
一
の
読
み

物
」（
二
四
頁
）
で
あ
っ
た
と
す
る
が
、
し
か

し
評
者
は
も
っ
と
多
様
な
近
現
代
文
学
の
読
書

体
験
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
〉
5
〈

る
。
朱
橋
時
代
は

僅
か
三
年
で
終
結
し
、
一
九
六
五
年
に
は
軍
中

詩
人
の
瘂
弦
が
『
幼
獅
文
芸
』
の
編
集
長
に
就

任
す
る
。
赤
松
氏
は
、『
幼
獅
文
芸
』、『
聯
合

報
』
副
刊
、『
聯
合
文
学
』
の
編
集
長
と
し
て

各
誌
を
大
き
く
育
て
た
瘂
弦
の
奮
闘
と
そ
の
変

遷
を
丁
寧
に
分
析
し
、
彼
の
働
き
を
通
し
て
戒

厳
令
期
の
台
湾
の
文
学
場
を
見
渡
す
こ
と
に
成

功
し
て
い
る
。
新
人
の
発
掘
に
努
め
、
国
内
外

の
華
人
作
家
の
原
稿
を
広
い
人
脈
に
よ
っ
て
集

め
た
瘂
弦
は
、「
台
湾
を
世
界
の
華
文
文
学
の

中
心
」（
二
九
頁
）
に
す
る
こ
と
に
力
を
尽
く

し
た
。
瘂
弦
の
「
華
文
文
学
」
と
い
う
理
念
に

よ
っ
て
、『
幼
獅
文
芸
』
に
は
「
在
米
の
台
湾

人
作
家
、
中
国
人
作
家
に
加
え
、
香
港
人
作
家

な
ど
の
中
国
語
圏
の
作
家
が
多
数
寄
稿
す
る
よ

う
に
な
っ
た
」（
二
九
頁
）。
さ
ら
に
瘂
弦
は
、

台
湾
内
外
に
目
配
り
を
し
、
新
人
発
掘
に
努
め

る
編
集
手
法
を
移
籍
先
の
『
聯
合
報
』
副
刊
、

『
聯
合
文
学
』
に
持
ち
込
ん
で
「
三
〇
年
間
台

湾
の
文
学
の
主
流
派
を
先
導
し
続
け
」（
三
二

頁
）
た
の
で
あ
る
。

　
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
国
民
党
の
大
陸
奪
回

の
神
話
が
形
骸
化
す
る
一
方
で
、
党
主
導
に
よ

る
飛
躍
的
な
経
済
発
展
を
見
せ
て
い
た
台
湾
で

は
、
そ
の
後
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
に
か
け
て

権
威
主
義
体
制
か
ら
民
主
化
へ
と
パ
ラ
ダ
イ
ム

の
変
換
が
起
こ
っ
た
。「
台
湾
社
会
に
お
け
る

ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
移
行
」（
三
〇
頁
）
を
背
景
と

し
て
、
今
度
は
聯
経
グ
ル
ー
プ
出
資
の
新
興
の

商
業
文
芸
誌
『
聯
合
文
学
』
が
、
瘂
弦
に
よ
っ

て
「
ま
た
た
く
ま
に
台
湾
で
最
も
影
響
力
の
あ

る
総
合
文
芸
雑
誌
に
成
長
し
た
」（
二
九
頁
）。
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赤
松
氏
は
こ
う
し
た
考
察
か
ら
、
台
湾
文
学
の

ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
移
行
を
主
導
し
た
最
も
重
要
な

一
人
と
し
て
瘂
弦
の
存
在
を
強
調
す
る
。
瘂
弦

の
文
学
場
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
は
、
文
芸
誌
の
み
な

ら
ず
台
湾
文
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
地
殻
変
動
を

引
き
起
こ
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
文
学
場
に

よ
っ
て
育
ま
れ
た
の
は
「
動
静
融
合
」
の
独
自

の
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
文
学
を
文
化
資
本
と
見

な
す
青
年
た
ち
の
文
学
観
で
あ
る
。
そ
の
よ
う

な
青
年
読
者
た
ち
は
や
が
て
、
台
湾
の
文
学
場

を
支
え
る
作
者
層
と
読
者
層
へ
と
成
長
し
て

い
っ
た
と
赤
松
氏
は
考
え
て
い
る
。

文
学
キ
ャ
ン
プ
と
文
学
場
の
再
構
築

　
本
書
の
文
学
場
研
究
を
め
ぐ
る
最
大
の
関
心

事
は
、
第
二
章
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
「
文
学

キ
ャ
ン
プ
」
だ
と
思
わ
れ
る
。
赤
松
氏
が
先
鞭

を
つ
け
た
「
五
〇
年
の
文
学
キ
ャ
ン
プ
史
」

は
、
戒
厳
令
期
か
ら
解
除
後
の
九
〇
年
代
以
後

ま
で
五
〇
年
の
歴
史
を
持
つ
文
学
キ
ャ
ン
プ
の

全
貌
を
、
記
録
や
文
献
の
検
討
、
筆
者
自
身
の

参
加
体
験
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
の
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
し
て
可
視
化
す
る
取
り
組
み

で
あ
る
。
本
書
が
「
文
学
愛
好
家
参
加
型
の
文

学
研
修
合
宿
」
と
定
義
づ
け
る
こ
の
文
学
キ
ャ

ン
プ
は
、
一
九
五
五
年
に
救
国
団
の
下
部
組
織

で
あ
る
作
協
が
、
青
年
の
反
共
教
育
強
化
を
目

的
に
始
め
た
戦
闘
文
芸
大
隊
を
そ
の
源
流
と
す

る
。
そ
の
後
同
大
隊
の
文
芸
活
動
は
戦
闘
文
芸

営
と
改
名
さ
れ
、
青
年
の
反
共
思
想
育
成
の
場

と
い
う
機
能
は
維
持
し
つ
つ
も
、
次
第
に
イ
ン

タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
文
学
交
流
の
“
現
場
”
へ
と

変
容
し
て
い
っ
た
。
ま
た
こ
う
し
た
過
程
で
、

カ
ト
リ
ッ
ク
団
体
や
本
土
派
、
大
学
、
高
度
成

長
に
よ
り
発
達
し
た
巨
大
メ
デ
ィ
ア
資
本
な
ど

も
救
国
団
の
文
学
キ
ャ
ン
プ
と
い
う
活
動
ス
タ

イ
ル
を
踏
襲
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
治
理
念
や
文

学
志
向
を
反
映
し
た
様
々
な
研
修
合
宿
の
場
を

創
設
運
営
し
て
い
く
。
赤
松
氏
は
メ
デ
ィ
ア
資

本
に
よ
り
開
催
さ
れ
成
功
を
収
め
た
「
全
省
巡

廻
文
芸
営
」（
一
九
八
五
年
創
設
）
を
例
に
挙

げ
、
文
学
キ
ャ
ン
プ
に
お
い
て
も
台
湾
社
会
の

構
造
変
革
と
同
様
に
、
体
制
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の

権
力
か
ら
メ
デ
ィ
ア
資
本
の
権
力
へ
と
文
化
主

導
権
の
転
換
が
起
き
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

（
五
四
頁
、
参
照
）。
同
時
に
本
書
は
、
救
国
団

か
ら
放
射
線
状
に
広
が
っ
て
、
形
を
変
え
つ

つ
、
や
が
て
「
台
湾
の
文
学
場
の
縮
図
」
を
形

成
す
る
に
至
る
台
湾
文
学
キ
ャ
ン
プ
の
歴
史
と

そ
の
全
体
像
を
実
に
う
ま
く
捉
え
て
描
い
て
い

る
。
そ
の
論
述
は
、
文
学
キ
ャ
ン
プ
が
確
か
に

「
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
広
が
り
を
持
つ
台
湾

の
文
学
場
の
あ
り
方
」（
五
頁
）
を
築
い
て
き

た
こ
と
を
論
証
し
え
て
い
る
。
評
者
個
人
の
体

験
に
基
づ
い
て
言
え
ば
、
例
え
ば
淡
水
の
小
さ

な
書
店
「
有
河book

」
で
定
期
的
に
開
か
れ

て
い
る
作
者
と
読
者
の
細
や
か
だ
が
相
当
親
密

な
交
流
の
機
会
も
、
あ
る
い
は
文
学
キ
ャ
ン
プ

か
ら
の
派
生
物
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

救
国
団
か
ら
始
ま
っ
た
文
学
キ
ャ
ン
プ
と
い
う

活
動
形
態
は
、
も
は
や
台
湾
文
学
の
末
端
に
ま

で
広
が
っ
て
文
学
場
の
一
端
を
形
成
し
て
い
る

の
だ
。
評
者
は
本
書
の
読
書
過
程
で
、
赤
松
氏

の
こ
の
「
快
刀
乱
麻
を
断
つ
」
よ
う
な
展
開
に

首
肯
し
な
が
ら
も
、
同
時
に
ひ
と
つ
の
素
朴
な

疑
問
を
抱
い
た
。
そ
れ
は
文
学
キ
ャ
ン
プ
に
参

加
す
る
読
者
層
が
、
台
湾
文
学
の
読
者
の
多
数

を
占
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
、
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
確
か
に
、
日
本
で
は
考
え
ら
れ
な
い
ほ

ど
（
お
そ
ら
く
市
場
規
模
や
地
理
的
要
因
も

あ
っ
て
）、
台
湾
に
お
け
る
作
者
―
読
者
の
関

係
は
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
で
親
密
で
あ
る
。
そ
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れ
は
裏
を
返
せ
ば
、
台
湾
読
者
の
「
作
者
」
信

仰
が
強
い
こ
と
の
表
れ
で
も
あ
ろ
う
。
だ
が
、

文
学
キ
ャ
ン
プ
に
は
参
加
し
な
い
熱
心
な
文
学

の
読
者
が
む
し
ろ
大
多
数
な
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
？
　
こ
う
し
た
読
者
は
キ
ャ
ン
プ
参
加
者

の
よ
う
に
可
視
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、

や
は
り
そ
の
文
学
場
を
形
成
す
る
不
可
欠
な
構

成
要
素
で
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、

文
学
場
を
読
者
市
場
か
ら
見
渡
す
際
、
キ
ャ
ン

プ
以
外
の
読
者
層
に
目
を
向
け
な
い
わ
け
に
は

い
か
な
い
だ
ろ
う
。「
文
学
キ
ャ
ン
プ
」
を
強

調
す
る
あ
ま
り
そ
れ
以
外
の
文
学
事
象
（
第
三

章
で
台
湾
の
文
学
賞
が
論
じ
ら
れ
る
こ
と
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
が
）
が
後
景
化
さ
れ
る
傾
向

が
、
赤
松
氏
の
定
義
す
る
「
文
学
に
関
わ
る
全

て
の
人
々
が
構
成
す
る
（
略
）
変
容
す
る
多
層

的
、
複
合
的
な
構
造
体
」
で
あ
る
文
学
場
の
理

論
と
の
間
に
い
さ
さ
か
の
矛
盾
を
含
む
結
果
を

残
し
て
い
る
。

揺
ら
ぐ
人
称
、集
団
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル

　
第
四
章
に
お
い
て
赤
松
氏
は
、
文
学
キ
ャ
ン

プ
と
い
う
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
集
団
的
文
学

活
動
の
延
長
線
上
に
、
九
〇
年
代
の
小
説
に
み

ら
れ
る
「
私
た
ち
」
と
い
う
一
人
称
複
数
に
よ

る
集
団
的
記
憶
を
引
き
出
す
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル

を
見
出
す
。
一
九
五
〇
年
代
生
ま
れ
の
女
性
作

家
李
昂
や
朱
天
心
は
、「
大
き
な
物
語
」
と
し

て
の
中
華
民
国
を
解
体
し
、「
自
分
た
ち
の
世0

代
の
記
憶
に
根
差
し
た
相
対
的
な

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

、
手
ず
か
ら

の
「
台
湾
」
を
作
り
上
げ
」（
一
二
六
頁
、
傍

点
引
用
者
）
た
と
論
じ
る
。
そ
の
「
世
代
の
記

憶
に
根
差
し
た
相
対
的
な
」
集
団
的
記
憶
の
表

れ
が
、
李
昂
と
朱
天
心
が
用
い
た
「
私
た
ち
」

と
い
う
人
称
と
そ
の
揺
ら
ぎ
に
表
れ
て
い
る
と

い
う
内
的
読
解
は
、
そ
れ
ま
で
の
外
的
読
解
と

相
ま
っ
て
強
い
説
得
力
を
備
え
て
い
る
。

　
こ
こ
で
、
朱
天
心
「
想
我
眷
村
的
兄
弟
們
」

（「
我
が
眷
村
の
兄
弟
た
ち
よ
」、『
中
国
時
報
』

一
九
九
一
年
）
を
論
じ
た
同
章
第
三
節
を
概
観

し
て
み
よ
う
。
朱
天
心
は
「
想
我
眷
村
的
兄
弟

們
」
を
世
に
問
う
た
五
年
後
、
中
編
「
古
都
」

を
発
表
す
る
。
京
都
と
台
北
の
二
都
市
を
め
ぐ

る
不
確
か
な
記
憶
の
ね
じ
れ
に
よ
っ
て
構
築
さ

れ
る
こ
の
混
沌
と
し
た
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
小
説

は
、
そ
れ
ま
で
の
彼
女
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル

の
集
大
成
と
し
て
き
わ
め
て
高
い
評
価
を
得

た
。
赤
松
氏
は
、
朱
天
心
が
「
想
我
眷
村
的
兄

弟
們
」
に
よ
っ
て
「
自
己
と
他
者
を
認
識
す

る
作
業
」（
一
一
三
頁
）
を
進
め
、
さ
ら
に
眷

村
（
国
民
党
の
軍
人
と
そ
の
家
族
を
中
心
と
す

る
外
省
人
居
住
区
）
を
描
き
出
し
た
こ
と
が
、

「
古
都
」
と
い
う
小
説
の
創
出
に
繋
が
っ
た
と

見
て
い
る
。
そ
の
論
考
に
よ
れ
ば
、「
想
我
眷

村
的
兄
弟
們
」
は
前
半
と
後
半
と
で
筆
致
が
大

き
く
異
な
る
。
前
半
で
描
か
れ
て
い
た
眷
村
で

の
淡
く
切
な
い
思
い
出
の
断
片
は
、
物
語
の
半

分
以
上
が
過
ぎ
た
と
こ
ろ
で
「
思
い
出
の
セ
ピ

ア
色
の
写
真
が
リ
ア
ル
な
カ
ラ
ー
の
動
画
に
変

わ
る
よ
う
に
、
過
去
の
眷
村
の
思
い
出
を
語
る

こ
と
の
み
に
向
い
て
い
た
物
語
の
ベ
ク
ト
ル

は
、
現
在
へ
と
突
き
刺
さ
り
、
物
語
は
攻
撃

的
に
な
る
」（
一
一
七
頁
）
の
で
あ
る
。
赤
松

氏
が
そ
の
変
転
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
見
な
す

の
が
、
そ
れ
ま
で
の
三
人
称
“
她
”（
彼
女
）

か
ら
“
妳
”（
女
性
を
指
す
二
人
称
の
「
あ
な

た
」）
へ
と
切
り
替
え
ら
れ
た
人
称
で
あ
る
。

ど
ち
ら
も
朱
天
心
自
身
の
心
の
声
を
想
起
さ

せ
る
「
私
」
で
あ
る
以
上
、「
彼
女
」
で
あ
る

か
「
あ
な
た
」
で
あ
る
か
は
重
要
で
は
な
い
、

と
す
る
謝
春
馨
論
に
対
し
て
、
赤
松
氏
は
「
彼

女
」
と
呼
ん
だ
り
「
あ
な
た
」
と
呼
ん
だ
り
す
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る
こ
と
で
語
り
手
「
私
」
の
立
ち
位
置
の
揺

れ
が
表
さ
れ
て
い
る
こ
と
こ
そ
重
要
な
の
だ

と
主
張
す
る
。「
あ
な
た
」
へ
の
人
称
転
換
に

よ
っ
て
淡
く
切
な
い
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
は
、
現
在

の
「
彼
女
」
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
す

る
切
迫
し
た
記
憶
へ
と
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
く

と
い
う
の
だ
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
思
い
出
の

中
の
「
彼
女
」
と
未
だ
眷
村
の
記
憶
に
囚
わ
れ

て
も
が
い
て
い
る
現
代
の
「
あ
な
た
」／「
私
」

が
ひ
と
つ
に
重
な
り
合
う
の
で
あ
る
。
赤
松
氏

は
こ
の
人
称
の
揺
ら
ぎ
を
お
そ
ら
く
は
同
性
の

感
性
で
察
知
し
、「
彼
女
」／「
あ
な
た
」、
も
し

く
は
「
私
」
の
心
の
声
に
注
意
深
く
耳
を
澄
ま

し
、
こ
の
人
称
転
換
が
作
者
の
恣
意
的
な
筆
致

で
は
な
い
こ
と
を
確
か
に
論
証
し
た
。

　
評
者
が
そ
の
一
連
の
テ
ク
ス
ト
分
析
を
読
む

中
で
考
え
た
の
は
、
今
後
こ
の
小
説
（
あ
る
い

は
「
古
都
」）
に
お
け
る
め
ま
ぐ
る
し
い
人
称

転
換
の
問
題
は
、
も
っ
と
中
国
語
と
い
う
言
語

の
レ
ベ
ル
（
例
え
ば
中
国
語
人
称
の
特
徴
）
か

ら
、
あ
る
い
は
文
脈
の
精
読
に
よ
っ
て
さ
ら
に

綿
密
に
展
開
さ
れ
て
い
く
べ
き
だ
と
い
う
こ
と

だ
。
作
者
の
「
焦
燥
の
表
れ
」
で
は
な
い
と
も

決
し
て
断
言
で
き
な
い
こ
の
人
称
転
換
は
、
截

然
と
棲
み
分
け
さ
れ
な
い
（
例
え
ば
、
だ
れ

が
「
彼
女
」
で
あ
っ
て
だ
れ
が
「
あ
な
た
」
で

あ
っ
て
だ
れ
が
「
私
」
で
あ
っ
て
だ
れ
が
「
私

た
ち
」
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
）
曖
昧
さ
も
残

し
て
い
る
。
例
え
ば
、
物
語
最
後
の
シ
ー
ク
エ

ン
ス
で
、
語
り
手
「
私
」
は
読
者
を
含
む
「
私

た
ち
」（“
我
們
”）
を
眷
村
へ
の
小
旅
行
に
誘

う
が
、
こ
の
時
語
り
手
の
「
私
」
と
少
女
の

「
あ
な
た
」（
あ
る
い
は
そ
の
前
半
に
用
い
ら

れ
た
「
彼
女
」）
は
す
で
に
渾
然
一
体
と
な
っ

て
「
私
」
の
中
に
紛
れ
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
て

判
別
し
が
た
い
。
だ
か
ら
そ
の
後
用
い
ら
れ
る

の
は
、「
我
已
經
替
你0

鋪
好
了
一
條
軌
道
，
在

一
個
城
鎮
邊
緣
尋
常
的
國
民
黨
中
下
級
軍
官
的

眷
村
後
巷
，
請
你0

緩
緩
隨
軌
道
而
行
│
│
音

樂
？
　
隨
你0

喜
好
」（
私
は
も
う
あ
な
た

0

0

0

の
た

め
に
レ
ー
ル
を
敷
き
終
え
て
い
ま
す
。
あ
る
都

市
の
周
辺
の
ど
こ
に
で
も
あ
る
国
民
党
の
中
流

以
下
の
軍
人
た
ち
の
眷
村
の
路
地
裏
で
す
。
ど

う
ぞ
あ
な
た

0

0

0

は
ゆ
っ
く
り
と
レ
ー
ル
に
沿
っ
て

進
ん
で
く
だ
さ
い
。
音
楽
？
　
ど
う
ぞ
あ
な
た

0

0

0

の
お
好
き
な
よ
う
〉
6
〈

に
）（
和
訳
・
傍
点
、
引
用

者
）
と
い
っ
た
、
少
女
へ
で
は
な
く
、
む
し
ろ

読
者
に
向
け
ら
れ
た
“
你
”（
あ
な
た
。
こ
こ

で
の
“
你
”
に
性
別
の
区
別
は
な
い
。
む
し
ろ

男
性
を
意
識
し
た
）
な
の
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
、
赤
松
氏
が
述
べ
る
「「
私
た
ち
」
は
、
語

り
手
の
「
私
」
に
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
た
眷
村

出
身
の
「
あ
な
た
」
に
限
定
さ
れ
て
、「
眷
村

の
兄
弟
た
ち
」
で
な
い
読
者
は
再
び
置
い
て

い
か
れ
る
」（
一
二
一
頁
）
と
い
う
こ
と
は
な

く
、
眷
村
を
知
ら
な
い
読
者
で
あ
る
「
私
た

ち
」「
私
」
も
ま
だ
そ
こ
に
残
っ
て
参
加
し
、

「
濃
濃
眷
村
味
兒
」（
濃
厚
な
眷
村
の
匂
い
）
の

一
部
を
嗅
ぎ
取
る
こ
と
に
な
る
の
だ
と
評
者

は
考
え
る
の
で
あ
る
。「
私
」
と
「
あ
な
た
」

（“
妳
”）
と
「
彼
女
」
は
、
時
に
分
裂
し
た
り

ま
た
く
っ
つ
い
た
り
す
る
非
常
に
曖
昧
な
存
在

で
も
あ
る
。
同
時
に
「
私
た
ち
」
も
読
者
を
含

ん
だ
り
眷
村
出
身
者
に
限
定
さ
れ
た
り
と
微
妙

な
揺
ら
ぎ
を
繰
り
返
す
。
赤
松
氏
が
指
摘
す
る

人
称
の
揺
ら
ぎ
は
、
獣
と
鳥
の
間
で
揺
ら
ぐ
イ

ソ
ッ
プ
寓
話
の
中
の
蝙
蝠
の
よ
う
な
外
省
人
の

存
在
と
呼
応
し
て
い
る
の
で
は
な
い
〉
7
〈

か
。「
想

我
眷
村
的
兄
弟
們
」
は
、「「
私
た
ち
」
と
い
う

集
団
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
創
り
上
げ
よ
う
と

す
る
「
大
き
な
『
台
湾
』
物
語
」」（
一
二
八

頁
）
で
あ
る
と
同
時
に
、
記
憶
の
中
に
呑
み
こ
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ま
れ
次
第
に
実
体
の
薄
れ
て
い
く
眷
村
と
そ
の

集
団
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
対
す
る
挽
歌
で

あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
人
称
の

パ
ス
テ
ィ
ー
シ
ュ
的
用
法
の
み
か
ら
見
れ
ば
、

そ
れ
は
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
へ
移
行
す
る
過
渡
的
性

質
を
も
備
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
だ

が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
赤
松
氏
が
本
書
で
述
べ

る
よ
う
に
「
想
我
眷
村
的
兄
弟
們
」
で
語
ら
れ

る
の
は
個
人
の
「
小
さ
な
物
語
」
で
は
な
く
、

「
私
た
ち
」
と
い
う
集
団
的
記
憶
に
よ
り
構
築

さ
れ
た
群
族
の
物
語
で
あ
る
こ
と
は
、
ま
ち
が

い
な
い
。

お
わ
り
に

　
歴
史
の
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
展
開
に
よ
っ

て
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
構
造
の
脱
構
築
が
進
ん
だ

戦
後
の
台
湾
に
お
い
て
、
い
か
に
文
学
が
文
化

資
本
と
し
て
読
者
に
引
き
受
け
ら
れ
、
変
容

し
、「
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な
創
造
空
間
」（
文

学
場
）
を
形
成
し
て
い
っ
た
の
か
。
本
書
は
、

こ
れ
ま
で
一
つ
の
答
え
が
見
い
だ
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
こ
の
よ
う
な
ア
ポ
リ
ア
を
、
救
国
団
、

文
芸
雑
誌
、
編
集
者
、
文
学
キ
ャ
ン
プ
、
作
者

と
読
者
、
文
学
賞
な
ど
の
分
析
を
通
じ
て
、
明

快
に
解
き
明
か
し
て
い
る
。
本
書
の
後
半
に
お

い
て
赤
松
氏
は
、
そ
の
文
学
場
で
書
か
れ
た
テ

ク
ス
ト
の
茂
み
に
も
分
け
入
り
、
そ
の
内
部
か

ら
自
身
の
理
論
構
築
に
実
質
を
与
え
た
の
で
あ

る
。
外
的
読
解
と
内
的
読
解
の
不
均
等
を
解
消

す
る
た
め
に
も
、
そ
の
テ
ク
ス
ト
分
析
は
さ
ら

に
綿
密
な
検
討
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
必
要

が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
そ
の
細

や
か
な
人
称
の
検
討
に
よ
っ
て
大
き
な
成
果
を

収
め
て
い
る
。
そ
う
し
て
本
書
の
文
学
場
研
究

は
私
た
ち
に
、
実
に
多
く
の
問
題
意
識
と
課
題

を
植
え
つ
け
る
に
至
っ
た
。
我
が
身
を
も
っ
て

台
湾
の
文
学
場
に
飛
び
込
ん
で
い
く
活
動
的
な

赤
松
氏
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
新
た
な
領
域
に

踏
み
込
ん
で
私
た
ち
の
視
野
を
広
げ
て
く
れ
る

の
か
、
彼
女
の
今
後
の
研
究
が
大
い
に
注
目
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

注
〈
1
〉 

石
田
英
敬
「
歴
史
性
の
理
論
と
し
て
の
文

学
史
│
│
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
の
『
芸
術

の
規
則
』」『
文
学
』
第
五
巻
第
一
号
、
岩
波
書

店
、
一
九
九
四
年
、
七
四
頁
。
本
論
は
ブ
ル

デ
ュ
ー
を
招
い
て
行
わ
れ
た
東
大
駒
場
で
の
セ

ミ
ナ
ー
を
踏
ま
え
て
書
か
れ
た
。

〈
2
〉 

石
田
、
前
掲
「
歴
史
性
の
理
論
と
し
て
の

文
学
史
」
七
五
頁
。

〈
3
〉 

読
者
が
本
書
を
貫
く
「
文
学
場
」
と
い
う

タ
ー
ム
を
理
解
す
る
た
め
に
は
ブ
ル
デ
ュ
ー
の

理
論
に
あ
た
る
必
要
が
あ
る
が
、
原
語
の
説
明

が
ほ
と
ん
ど
な
く
や
や
唐
突
に
そ
れ
が
提
示
さ

れ
る
こ
と
は
、
読
者
の
困
惑
を
招
く
と
こ
ろ
か

も
し
れ
な
い
。

〈
4
〉 

管
見
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
期
に
刊
行
さ
れ

て
い
た
「
学
院
派
」
の
文
芸
誌
『
現
代
文
学
』

に
も
、
省
籍
や
ジ
ャ
ン
ル
に
依
ら
な
い
寄
稿
傾

向
は
す
で
に
あ
っ
た
。『
文
学
季
刊
』
に
も
そ

う
し
た
傾
向
は
見
ら
れ
る
。
リ
ア
リ
ズ
ム
作
家

の
陳
映
真
の
発
表
媒
体
の
変
遷
に
も
そ
の
こ
と

は
顕
著
に
表
れ
て
い
る
。
現
代
／
郷
土
の
境
界

が
ま
だ
不
可
分
で
形
成
過
程
に
あ
っ
た
こ
の
時

期
の
台
湾
文
壇
に
お
い
て
、
特
に
若
い
作
家
が

発
表
の
場
を
求
め
て
異
な
る
文
芸
誌
を
渡
り
歩

く
こ
と
は
決
し
て
珍
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
。

〈
5
〉 

例
え
ば
、
応
鳳
凰
の
「
六
〇
年
代
文
芸
雑

誌
與
作
家
群
落
│
│
従
雑
誌
及
作
家
群
看
六
〇

年
代
台
湾
文
学
生
態
」（
二
〇
〇
七
年
）
に
よ

れ
ば
、
台
湾
の
六
〇
年
代
の
文
芸
雑
誌
の
「
生

態
」
は
、『
新
文
芸
』『
幼
獅
文
芸
』
な
ど
の

「
主
導
型
」、『
現
代
文
学
』『
文
季
』
な
ど
の
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「
前
衛
型
」、『
皇
冠
』
な
ど
の
「
大
衆
型
」
の

三
者
鼎
立
か
ら
な
っ
て
お
り
、
そ
の
拮
抗
し
た

相
互
関
係
か
ら
こ
の
時
期
の
台
湾
文
学
に
多
様

な
生
態
と
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
様
々
な
近
現

代
文
学
の
読
者
層
が
育
ま
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ
と

が
窺
い
知
れ
る
。

〈
6
〉 

朱
天
心
「
想
我
眷
村
的
兄
弟
們
」『
想
我

眷
村
的
兄
弟
們
』
印
刻
出
版
、
二
〇
〇
九
年
、

八
一
頁
。

〈
7
〉 

語
り
手
「
私
」
は
実
際
に
、『
イ
ソ
ッ
プ

寓
話
』
の
中
の
「
蝙
蝠
と
鼬
」
の
話
を
引
き
合

い
に
出
し
て
、
常
に
揺
ら
ぎ
を
見
せ
る
外
省
人

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
言
及
し
て
い
る
。
朱

天
心
、
前
掲
「
想
我
眷
村
的
兄
弟
們
」
七
九

頁
、
参
照
。


